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 【資料紹介】　

第 6回朝鮮半島調査時における鳥居きみ子宛鳥居龍蔵書簡（絵はがき）

石井　伸夫1

はじめに

　鳥居龍蔵の代表的学説である「固有日本人」論が，中国東北部・内モンゴル地区における初期の調
査や，これに続く朝鮮半島調査の過程で形成されていったことは，周知の事実である。中国東北部・
内モンゴル地区の初期の調査成果は，1910年（明治 43）に刊行された『南満州調査報告』にまとめ
られているが，そこには，満州石器時代の土器紋様は直線を基軸とし，それに円点，方点，三角点等
が交差し幾何学紋様をなしていること，そしてそれが，日本で出土する「弥生式土器」の紋様と類似
することへの言及が見られ，これらの地域と日本列島との間に，何等か民族的つながりがあるとの推
論が示されている。
　この推測を，実証レベルに引き上げていったのが，朝鮮総督府が主体となり，朝鮮史料調査として
連年鳥居が委嘱を受けて行われた 1911年～ 1915年度調査と，これに続けて，古蹟調査委員会の計画
のもとで行われた 1916・1917・1920・1923年度調査である。その成果には，朝鮮の石器時代には日
本のような「縄紋式石器時代」が存在しないこと，また一方で，朝鮮半島出土の土器と日本の「弥生
式土器」とは深い関係があるとの認識が明瞭に示されており，これらの調査を通して「固有日本人」
論の骨子が固まっていったことが分かる。
　鳥居の朝鮮半島調査での正式な報告書は，諸般の事情で，1916年（大正 5）に行われた第 6回調査（調
査回数の数え方については，次項で詳述する）に関する『朝鮮総督府大正五年度古蹟調査報告　平
安南道，黄海道古蹟調査報告書』を除いて刊行されていない。同報告書が当該調査の具体相を把握す
る数少ない手がかりとなるが，その記述は遺物，遺構単位でまとめられたものであり，調査内容の把
握については有益であるが，時系列に調査行程を追うことはできない。鳥居の朝鮮半島調査の行程把
握については，近年，黄銀順による『石器時代　鳥居龍蔵調査琉璃乾板』［国立金海博物館：2016］
が刊行され，その解明が飛躍的に進んでおり，当該調査に関する行程についても大略が把握できるよ
うになっている。しかし，これら調査現地の資料を補うべき日本国内の資料については，従来から，
調査期間中に，鳥居が人類学者・石田収蔵宛てに現地から送った 7通の絵はがき［守屋編：2011］と，
これにもとづいて石田が『人類学雑誌』31巻第 9号の「雑報」に記した僅か 3行の通信が，その行
程を知る縁となっていた。このようななか，近年の当館における資料整理の過程で，同時期に鳥居が
妻きみ子宛に投函した 37通の絵はがきが確認され，先の「石田書簡」と併せて，国内資料からも調
査の詳細な検討ができるようになりつつある。
　本稿は，1916年に，朝鮮半島調査中の鳥居から，きみ子に宛てて出された書簡（絵はがき）の内
容を翻刻・紹介することにより，鳥居の第 6回朝鮮半島調査の行程とその内容についての基礎資料を
提供しようとするものである。

１　朝鮮半島調査の実施回数の考え方について

　鳥居龍蔵の朝鮮半島調査の実施回数については，資料的な制約のあった時期が長く，近年に至るま
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で，総実施回数や，各調査の回数カウントについて，研究者によって，また作成された資料や論文に
よって食い違いがみられ，研究上齟齬をきたしていた。そこで本稿では，近年の研究成果を参照しつ
つ，総実施回数と，回数のカウントについての整理を行っておきたい。
　鳥居の朝鮮半島調査については，従来から，彼の自叙伝である『ある老学徒の手記』（以下『手記』
と略す）をもとに論じられることが多かった。そこには，1910年（明治 43）の予備調査以降，1911
年から 1916年（大正 5）までの間に，6回の調査を行ったとある。早期に朝鮮半島調査について論じ
た中園英助，田畑久夫，東潮［中園：1995，田畑：1998，東：2004］などの研究も，基本的には，『手
記』の記載内容をベースに叙述されている。そのようななか，朝倉敏夫は，『民族学の先覚者　鳥居
龍蔵の見たアジア』［国立民族学博物館：1993］において，1916年以降も鳥居の朝鮮半島での調査活
動が確認出来ることを指摘しており，調査行程の検討上重要である。
　2010年以降，韓国における資料整理の進展や，国内では，徳島県立鳥居龍蔵記念博物館の開館準
備に伴う基礎整理のなかから，新たな事実の確認が見られるようになる。石尾和仁による，1920年，
及び 1932年の調査実施に関する指摘［石尾：2010］や，岡田憲一による 1923年調査に関する詳述［岡
田：2019］がこれにあたる。これらを参照しつつ総括的に整理を行ったのが表１である。これによる
と，既に岡田がその論考で指摘しているとおり，予備調査を含め，朝鮮半島では合計 11回の調査が
行われたことになるが，調査回数のカウントの仕方について，なお一点，整理を要する事項があるこ
とから，以下にその内容を記したい。

　問題となるのは，1914年（大正 3）に行われた調査である。慶尚道及び近接する全羅道を中心に 1
月から 7月にかけて調査活動を確認することができることから，従来はこれを第 3回調査としてカウ
ントし，その後の新たに確認された上述の調査を付け加えることによって全容を把握してきた［石尾：
2010，徳島県立鳥居龍蔵記念博物館：2012］。しかし，改めて『手記』を参照すると，以下の記述が
見られ注意を要する。

　　 　大正二年に第三回朝鮮の調査を行った。この時，工学博士関野貞氏は総督府の嘱託となり，私
は朝鮮の石器時代の遺跡と朝鮮人の生体測定に従事することとなった。私は第二回の調査旅行以
来，以上二つのことのみ調査を行い，その傍ら朝鮮人の土俗をも取り調べる考えであった。現に
その後大正三年第四回調査の時も，同様にこれを継続している。助手も澤俊一氏を伴った。これ
がために，今，この第三回の調査の模様を記すにあたり，第四回の際の調査の結果も併せてここ
に述べることとする。

　　 　さて，この第三回，第四回は，まず慶尚南道，慶尚北道より全羅南道の南方に散在する多島海
中の諸島嶼を調査し，さらに進んで済州島に及んだ。

　この資料からは，調査対象地が「慶尚南道，慶尚北道より全羅南道の南方に散在する多島海中の諸

調査回数 西暦 和暦 実施期間 主な調査地 出展
予備調査 1910年 明治 43年 8月～ 10月 釡山，仁川，京城 手記
第一回調査 1911年 明治 44年 8月～翌 3月 咸鏡南道，咸境北道ほか 人類 27－ 7,人類 28－ 4，手記
第二回調査 1912年 大正 1年 10月～翌 3月 鴨緑江ほか 『東洋時報』『大阪毎日新聞』
第三回調査 1914年 大正 3年 1月～ 3月 慶尚南道，慶尚北道ほか 人類 29－ 2～ 4，手記
第四回調査 1914年 大正 3年 4月～ 7月 全羅南道，全羅北道ほか 人類 29－ 5～ 8，手記
第五回調査 1915年 大正 4年 8月～ 12月 忠清道，京畿道，江原道ほか 人類 30－ 10，11，『京城新聞』
第六回調査 1916年 大正 5年 9月～ 12月 平安南道，黄海道，京畿道ほか 人類 31－ 9
第七回調査 1917年 大正 6年 10月～翌 1月 慶州・大邸・固城ほか 人類 32－ 11
第八回調査 1920年 大正 9年 10月～ 12月 咸鏡北道ほか 武蔵 3－ 3
第九回調査 1923年 大正 12年 7月～ 8月 平安北道釡山 人類 39－ 2，『朝鮮時報』
第十回調査 1932年 昭和 7年 7月～ 8月 開城，京城，大邸，慶州ほか 武蔵 19－ 2
　　　凡例　　手記：『ある老学徒の手記』
　　　　　　　人類：『東京人類学会雑誌』『人類学雑誌』
　　　　　　　武蔵：『武蔵野』

表1
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島嶼を調査し，さらに進んで済州島」まで含まれていたことが分かるが，これは『人類学雑誌』第
29巻 2号から 8号の「雑報」欄に，石田収蔵によって記された「鳥居龍蔵氏からの通信」［石田：
1914］と内容的に一致している。したがって当該調査の実施年は 1914年すなわち大正 3年であり，
引用文冒頭の「大正二年」は鳥居の錯誤，もしくは「大正二年度」の誤記であること，また，第三回
調査，第四回調査が，同年 1月から 7月にかけて連続して行われたものであることが判明する。
　しかし，ここで留意しなければならないのは，資料文中において，鳥居自身が同じ年に行われた当
該調査を，明確に第三回調査と第四回調査とに区分して把握している事実である。また，先述の『朝
鮮総督府大正五年度古蹟調査報告　平安南道，黄海道古蹟調査報告書』に見られるように，関係の調
査報告書が年度単位で刊行されていること，すなわち，朝鮮総督府の調査事業が単年度事業として計
画・実施されていることも，第三回調査と第四回調査を区別して考える根拠となる。このことに関連
して，先の『人類学雑誌』第 29巻第 4号には，鳥居からの 1914年 3月 31日付けの通信として

　　 　（前略）大邸から汽車で久しぶり京城に到着いたしました。之でざっと慶尚南北両道の仕事は
終わりました。私は総督府内で報告的な講演をなし，東京へ帰る予定でしたが，其前総督府から
大学に公式交渉の結果，又引き続き全羅南道，北道を調査することとなりました。

　とあり，鳥居は，1914年 3月 31日，すなわち 1913年（大正 2）度末に一端京城にもどり，略式な
調査報告を行うことによって旧年度の事業を終了させた後に，新たに新年度事業として全羅南道，北
道の調査に向かう考えであったことが示されており，年度を挟んで別の調査がスタートしたことが分
かる。以上の確認から，1914年 1月から 7月に行われた調査については，年度替わりを境に第三回
調査と第四回調査に区別して扱うことが妥当であると考えられる。このような整理で作成した表 1で
は，本稿の検討対象である大正 5年度調査が，すなわち第六回朝鮮半島となるが，これは『手記』に
ある「第二回～第六回朝鮮半島調査」の第五項冒頭に「大正五年に第六回目の調査をした」とあるこ
と，また，『有史以前御日本』［鳥居：1925］中の「朝鮮の有史以前」冒頭に，「更に第 6回には，平
安南道と黄海道を調べ」と記されていることとも整合的である。したがって，本稿においては以上の
整理にもとづき調査回数を表示することとしたい。

２　資料の概要

　この項では，資料の点数，法量，規格，仕様等の概
要を述べ，かつ，資料の保管されていた状況を確認す
るとともに，その記載内容の概略についてまとめてお
きたい。
　資料の総点数は 37点である。法量は各資料ともタ
テ 14.0㎝×ヨコ 9.0㎝であり，各葉とも定型の官製は
がきを加工した写真添付の絵はがきである。各葉のす
べてに消印の押印が認められ，印の中央に「5.9．19」
「5.9．20」など三つの数字が見られる。冒頭の数字は
すべて「5」であり，これが大正 5年，すなわち 1916
年をあらわすものと思われ，以下の数字は月日となる。
消印によって復元される期間は大正 5年 9月 19日～
12月 16日であり，この書簡群が，諸資料によって確
認出来る第 6回朝鮮半島調査の期間中に投函されたも
のであることがわかる。
　絵はがきの各葉とも，表面の上部 3分の 2が宛名記

16－ E/ 37 12月 19日 16－ E/ 55 10月 23日
16－ E/ 38 12月 6日 16－ E/ 56 11月 15日
16－ E/ 39 11月 23日 16－ E/ 58 10月 4日
16－ E/ 40 12月 1日 16－ E/ 61 11月 19日
16－ E/ 41 12月 3日 16－ E/ 62 9月 20日
16－ E/ 42 12月 3日 16－ E/ 63 11月 19日
16－ E/ 43 11月 29日 16－ E/ 64 12月 8日
16－ E/ 44 9月 27日 16－ E/ 78 11月 6日
16－ E/ 45 11月 27日 16－ E/ 79 11月 4日
16－ E/ 46 11月 27日 16－ E/ 80 11月 3日
16－ E/ 47 11月 1日 16－ E/ 81 10月 29日
16－ E/ 48 12月 16日 16－ E/ 82 11月 2日
16－ E/ 49 10月 30日 16－ E/ 83 10月 1日
16－ E/ 50 10月 26日 16－ E/ 84 9月 19日
16－ E/ 51 10月 18日 16－ E/ 85 10月 3日
16－ E/ 52 11月 21日 16－ E/ 86 9月 23日
16－ E/ 53 10月 25日 16－ E/ 87 11月 4日

16－ E/ 54－ 1 10月 21日 16－ E/ 168 10月 31日
16－ E/ 54－ 2 11月 8日

表 2
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入スペースで，下部 3分の１が通信欄となっており，ここに鳥居の消息等が綴られている。裏面は，
絵画を添付した１葉を除いてすべて全面に写真が添付されているが，その背景部分にも消息が綴られ
ている。いずれも，第 6回調査時に，鳥居本人が記した一次史料であり，調査行程，調査対象の把握
のみならず，朝鮮半島における鳥居の関心の対象を知る意味でも貴重な資料といえる。
　これら資料の保管状態についても一言しておこう。資料は，2010年まで徳島県鳴門市にあった徳
島県立鳥居記念博物館（通称，旧館）から，現在の徳島県立鳥居龍蔵記念博物館（徳島市八万町）へ
の移転に伴う基礎整理の過程で確認されたものと思われ，後年の資料データベース化のための写真撮
影と再整理のなかで改めて確認された未公開資料である。各葉には「16－ E/84」「16－ E/39」のよ
うに，アラビア数字とアルファベットの組合せによる資料整理のための仮番号が付されており，番号・
記号の若いものほど早期に確認された資料である。表 2は，仮番号の順に資料を並べ，これに投函の
日付を対照させたものである。この表からは，上述の番号と投函日にはほぼ相関関係がないこと，し
たがって絵はがき群は，アルバム状に時系列に整理されたものではないバラの資料の集合であること，
その一方で，資料群全体としてはほぼ一続きの番号（16－ E/ 37～ 16－ E/87，E－ / 168のみ連続し
ない）として把握されていたことから，もともと一塊にあつめられて保管されていた資料であること
がわかる，ただ，資料番号の途中に，年次の異なる朝鮮半島からの書簡や，国内の未使用の絵はがき
なども混在しており，これら
の価値づけも含め，資料群全
体として検討すべき課題も残
されている。
　表 3は，以上述べてきた
37通の絵はがきを，投函の
日付順に並べ，投函された場
所と，裏面の写真のタイトル
を一覧化し，資料番号と対照
させたものである。写真は大
きく，①旧跡・名勝，②近代
の産業・交通，③伝統的生業，
④市中風景など，いくつかの
シャンルに分類可能であり，
別に詳細な検討が必要ではあ
るが，いずれにしても，当時
の朝鮮半島の様子をリアルタ
イムで捉えたものであり，鳥
居の現地における関心事を直
接示す資料といえる。以下，
表 3で一覧化した順に，絵は
がき各葉の翻刻と写真を示
し，その内容を紹介してきた
い。

投函日 絵はがき投函地 絵はがき写真等タイトル 資料番号
9月 19日 下関 源平古戦場壇之浦 16－ E / 84
9月 20日 釡山 梵魚寺曹渓門 16－ E / 62
9月 23日 京城ホテル 京城ホテル庭の一部 16－ E / 86
9月 27日 平壌 朝鮮平壌牡丹臺 16－ E / 44
10月 1日 价州 朝鮮総督府始政六周年記念（絵画） 16－ E / 83
10月 3日 平安南道价川郡軍隅里 安州風景之二 16－ E / 85
10月 4日 平安南道徳川 朝鮮徳川大同江岸 16－ E / 58
10月 18日 平壌寺洞鉱業所 朝鮮平壌寺洞鉱業所 16－ E / 51
10月 21日 平壌寺洞鉱業所 朝鮮平壌練光亭 16－ E / 54－ 1
10月 23日 平壌寺洞 朝鮮平壌大同江鉄橋 16－ E / 55
10月 25日 平壌 清流壁 16－ E / 53
10月 26日 平壌 七星門 16－ E / 50
10月 29日 平安南道龍岡 子供遊戯 16－ E / 81
10月 30日 鎮南道 鎮南浦港 16－ E / 49
10月 31日 龍岡郡温井里 広梁湾塩田 16－ E / 168
11月 1日 龍岡郡温井里 広梁湾塩田 16－ E / 47
11月 2日 温井里 鎮南浦築港 16－ E / 82
11月 3日 甑山 牡丹亭 16－ E / 80
11月 4日 平安南道甑山 箕子陵 16－ E / 87
11月 4日 平安南道漢川 朝鮮平安道漢川之景 16－ E / 79
11月 6日 平安南道永柔 玄武門 16－ E / 78
11月 8日 粛川 朝鮮平壌大同江鉄橋 16－ E / 54－ 2
11月 9日 通川 練光亭 16－ E / 63
11月 15日 黄海道黄州 黄州月波楼之秋景 16－ E / 56
11月 19日 海州 海州南門通 16－ E / 61
11月 21日 海州 海州南門通之景 16－ E / 52
11月 23日 黄海道長淵郡夢金浦 濯熱亭之遠望 16－ E / 39
11月 27日 長淵 海州全景（一） 16－ E / 45
11月 27日 殷栗 海州全景（二） 16－ E / 46
11月 29日 殷栗 海州全景（三） 16－ E / 43
12月 1日 安岳郡 莚打 16－ E / 40
12月 3日 信川 耶蘇会教会堂ヨリ市街ヲ望ム 16－ E / 41
12月 3日 戴寧 戴寧本町通 16－ E / 42
12月 6日 延安 朝鮮海州芙蓉堂 16－ E / 38
12月 8日 金州 金郊駅前之景 16－ E / 64
12月 9日 南川駅 朝鮮海州南門通之景 16－ E / 37
12月 16日 開城 満月臺 16－ E / 48

表 3



第 6回朝鮮半島調査時における鳥居きみ子宛鳥居龍蔵書簡（絵はがき）

― 23 ―

３　資料の翻刻と紹介

※ 16－ E／ 84　〈消印日付：5・9・19〉
【表面】

【裏面】

東京市麻布区霞町／二十一番地／鳥居君子殿
下関にて／十九日／鳥居

大坂通過の旅客は釡／山にて特別の診察をし／場
合によると二日間停／めらるるさうです。明朝／
どうなるか向ふに行かねば／わかりません／私は
健全ですから御／安心被下候／小共らへよろしく
／神父様レジナ伊東。其／他の方々へ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　鳥居
大阪毎日に通信を／出しますから見て下さい

私は東京出発，寝台車にて
よく静かに眠り／まして豊
橋が目がさめました。旅行
は寝台車に／限ります。午
前十一時大阪に着，直ちに
大阪毎／日新聞社を訪ひま
したが，本山氏と入れ／ち
がいになって□こまり夫か
ら三時／頃まで人力車で大
阪市中の／各所を見まはり
ました／午後三時半本山氏
と会し夕飯を近／頃大阪に
出来ました／立派なる大阪
クラブ／で共に談話しつつ

／いたしました。話は／向ふの／方より／相談が／あつて／結果は／よろし／くあり／まし／た。
午後／八時二十／分の汽／車に乗／りました／が毎日社／員米田／氏をし／て送／らせら／れ途中
／大坂の有／名の土地を／案内せら／れ停車／場に来た／り四時／□出発／しました／寝台車は前
に／乗込ありました／からよき場所／をとりました／本日午前九時／下関に到着／源平古戦場／を
訪いました。／今夜八時二十／分の舟で朝鮮／に向います海上／は静かで今夜の／舟はよろしく／
御座います
　　市原たきさま　　下関にて鳥居
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※ 16－ E／ 62　〈消印日付：5・9・20〉
【表面】

【裏面】

東京都麻布区／霞町二一／鳥居君子殿
釡山／九月二十日／鳥居

昨夜は下関から乗／舟（一等に更えたり／舟中は
心地よく／ベッドに寝まし／た釡山に着し／まし
たが診察／なく直ちに上陸／一寸荒井
旅館で／朝食し之れから／汽車で京城に／向いま
す。都合よろ／しくありました

毎日に『下の関／より』と
／『壇の浦／より』の二篇
を送／つて置き／ました
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※ 16－ E／ 86　〈消印日付：5・9・23〉
【表面】

【裏面】

東京市麻生区／霞町二一／鳥居君子殿
京城ホテル／二十三日　鳥居

十九日差出しの書面／昨日うけとりました／此所
古へ行た人の名／前だけわかればよ／ろしいから
至急其／人の名前と当時宿つ／て居る所をしらせ
て／下さい／明後日出発する考／です。／品物は
関屋氏を除／く外皆すみました／無事健祥／あり
たし

昨日／から天／気は寒／く
急になり／ました／しかし
／二三日後／天高く馬肥／
えの秋日より／になるさう
／です／神父様の／御依頼
の／場所は参／ります。／
鳥居

只今／この室／に滞在して
／居り／ます
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※ 16－ E／ 44　〈消印日付：5・9・27〉
【表面】

【裏面】

東京市麻布区霞町／二十一番地／鳥居君子殿

平壌　柳や旅館／九月廿七日　　鳥居

午後三時／二十分当／地に
到着／いたし／ました／平
壌にて
　　　　　　　　　鳥居

龍次郎／はいかに
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※ 16－ E／ 83　〈消印日付：5・10・■〉
【表面】

【裏面】

東京市麻布区霞町／二十一番地／鳥居君子殿

平安南道价州／十月一日夜　　鳥居

私は無事に調査／して居りますから／休神ありた
く／存じます／今は気候はよろしく／旅行には尤
も都／合がよろしい／大阪毎日の通信／続々書い
て／居ります

平壌／を出発／して途中／
調査な／しつつ本／日夜当
／地に到／着／いたしまし
た

明日ここ／をしらべ／徳川
郡／に向いま／す／十月一
日／夜／鳥居
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※ 16－ E／ 85　〈消印日付：5・10・3〉
【表面】

【裏面】

東京市麻布区霞町／二十一番地／鳥居君子殿

平安南道价川郡／軍隅里
十月三日朝／鳥居

私は本／日之れから／十一
里の道／をつたいいて／徳
川郡に／馬で旅行／します。
今夜／は同郡邑内で／一泊
志明日／は滞た測定其他の
／調査をいたします。健／
全ですから安神あり／たし
／大阪毎日には／続々通／
信します。／神父様とレジ
ナ様には／ハガキを出しま
した。

平壌には本月／二十日頃に
再び／到着いたします／軍
隅里にて／十月三日朝／鳥
居
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※ 16－ E／ 58　〈消印日付：5・10・4〉
【表面】

【裏面】

東京市／麻布区霞町／二十一番地／鳥居君子殿

平安南道徳川／邑内にて／十月四日　鳥居

昨日直才日／嶺（三百／
三〇メートル）／の急なる
／峠を越え／徳川邑内に／
到着いたし／ました／只今
／から測定致します。午前
／は耳輪をつけ居る女子の
撮／影をいたしました．／
明日出発，途中調査をなし
つつ／寧遠に宿泊の筈です
／朝鮮は明日が九月の節句
です。今／日旅店にて栗の
御飯をたいても／らってた
べました／朝鮮でもここは
高い所ですから／樹木は紅
葉なし始めました野／葡萄
あり／途中其實を取って／
たべ居ります　　徳川にて
十月四日　午後二時　鳥居
平壌／には本／月廿日／頃
に出／る考／です
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※ 16－ E／ 51　〈消印日付：5・10・18〉
【表面】

【裏面】

東京市麻布区霞町／二十一番地／鳥居君子殿

平壌寺洞総務付／炭鉱所官会／十八日夜　鳥居

本日汽舟にて大同江を遡／里兼て通報せし寺洞の
／炭鉱に来り其官会に／宿泊することとなりまし
た／此処は丘陵の上で下に大／洞江を望み中々景
色のよ／い所です。この附近石器時／代遺跡があ
りますから明／日から此処を中心として／調査す
る考です。此の／官会に到着するとすぐ平／壌の
平安道長官から電／話があって明夜同長官者会に
招待するから来壌／ありたしとの通知をうけまし
／たから明日四時の汽車で参／り明後日早朝此処
にかえります

ここは有名な無烟炭の出る
所です／此処が／また／石
器／時代／の遺／跡で／あ
り／ます
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※ 16－ E／ 54－ 1　〈消印日付：5・10・21〉
【表面】

【裏面】

東京市麻布区霞町／二十一番地／鳥居君子殿

平壌寺洞鉱／業所官会／二十一日朝　鳥居

昨日大同江の向への高坊／
山と云ふ所に行き石器時／
代の遺跡を各所に発見し／
採集品を多くしました。／
本日も之から一昨日の／義
林里（一里弱）に行き／発
掘のこり物に手をつ／けま
す。ここから色々なも／の
が出て参ります。大同江／
の調査は中々妙結果／であ
ります／之を出さんとする
際／手紙《外に龍雄，ミド
リ／の二通，幸子のはなし》
／うけとりました／今夜こ
れに／対し書面／を出し／
ました
十月二十一日朝／七時／鳥
居
之から出／かけます



石井　伸夫

― 32 ―

※ 16－ E／ 55　〈消印日付：5・10・23〉
【表面】

【裏面】

東京市麻布区霞町／二十一番地／鳥居君子殿

本日は之から高句麗／の古
都大城山に参／ります。今
夜は再び／此処にひきかえ
し宿／泊いたします／大同
江は秋色を呈し／景色は
中々よろし／う御座います

十月二十三日午前八時／平
壌寺洞にて

幸子と緑子から送／つて来
た御堂の画ハガ／キで御堂
の外と内と／を見ました。
中々立／派です
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※ 16－ E／ 53　〈消印日付：5・10・25〉
【表面】

【裏面】

東京市麻布区霞町／二十一番地／鳥居君子殿

平壌柳やにて／鳥居

今日午前／澤氏と共に／神父様より御□□の／場
所に行きました。其処は／牡丹臺の下渓碧□の丘
陵で下は大同江です。／此処に朝鮮人のたてた碑
文があります。場所は／撮影しました。不日やき
つけて送りましやう／また其場所の土もとりまし
た。草花も，こは明日／中に送りましやう。左様
神父様に御話下さい／帰途昼飯を澤氏とともに支
那料理やでしました／餅をやかし久しふ里北支那
の気分を味いました／明日午後十一時の汽車で江
西に向います

二十五日午後七時　平壌／鳥居
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※ 16－ E／ 50　〈消印日付：5・10・26〉
【表面】

【裏面】

東京市麻布区／霞町二十一番地／鳥居君子殿

これから汽車で／出発し今
夜は江／西でとまります／
ツルペン様に送る／もの今
夜手紙／をしたためて／共
に送り／ましやう

廿六日午前十時／平壌／鳥
居
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※ 16－ E／ 81　〈消印日付：5・10・29〉
【表面】

【裏面】

東京市麻布区／霞町二十一／鳥居君子殿

平安南道龍岡にて

昨日朝江西／を出発し午／
後一時当地／に到／着／調
査し／ました／今日は之れ
から／壁画のある古／墳を
見午後／一時の汽車で鎮／
南浦に向い／ます

十月二十九日朝／龍岡にて
／鳥居

一昨日朝はじめて／薄氷が
はり／ました
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※ 16－ E／ 49　〈消印日付：5・10・30〉
【表面】

【裏面】

東京市麻布区霞町／二十一番地／鳥居君子殿

昨日午後一時到着。鎮／南浦府尹小堀英雄／氏の
案内に市街を散／歩見物し夜は当地の篤／志家と
して有名な富田／翁のあつきもてなしにあ／づか
りました／今日は之から途中調／べつつ温井里に
て宿泊／する考です／当地は昨日は非常に／温か
く小春日和であり／ました
十月三十日午前九時／鎮南浦　鳥居
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※ 16－ E／ 168　〈消印日付：■・10・31〉
【表面】

【裏面】

東京市麻布区霞町／二十一番地／鳥居君子殿

龍岡郡温井里／十月三十日　鳥居

昨日午前九時馬車で／鎮南
浦を出発し／広梁湾を経過
し夕／方当地に到着し／ま
した。今日は之／から一里
程，黄海／沿岸の元里と云
ふ所に／行き午後からはま
た測／定をいたします／こ
こは田舎の塩からい／温泉
があります／明日は出発□
城と云ふ／処に行きます
十月三十日午前十時／鳥居
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※ 16－ E／ 47　〈消印日付：■・11・1〉
【表面】

【裏面】

東京市麻布区霞町／二十一番地／鳥居君子殿

龍岡郡温井里／十一月一日朝　鳥居

△昨日此処から一里程の所／で石器時代の貝塚を
発／見しましたから，今日は／之から堀りに行き
ます／此の貝塚は中々大きく面／白い結果を得る
ことと／存じます
△昨夜は雨でありましたが／今日は晴天になりま
した
△龍次郎は大きなりまし／たでしやう。龍雄，幸
子，／緑子，達者でしやう。身体を大切に
△神父様によろしく
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※ 16－ E／ 82　〈消印日付：5・11・2〉
【表面】

【裏面】

東京市麻布区霞町／二十一番地／鳥居君子殿

温井里／十一月二日午前九時　鳥居

昨日は貝塚を発掘／し大変
有益な研／究をいたしまし
た／本日は之から途中／取
調べつつ／咸従に／行き宿
泊する考で／す里程は五里。
／今日も天気は晴天で／小
春日和であり／ます／昨日
大阪毎日に『温井／里より』
の文と鹿狩のスケ／ッチ（高
句麗壁画）を／左え送りま
した。其スケ／ッチは社か
ら宅へ送る／様に申して置
きました／から請取って置
て下さい／十一月二日午前
九時／温井里にて／鳥居
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※ 16－ E／ 80　〈消印日付：5・11・3〉
【表面】

【裏面】

東京市麻布区霞町／二十一番地／鳥居君子殿

平安南道甑山にて／十月三日　鳥居

昨日は温井里を出で途／中
漢代の古城古碑及び／古墳
などを見夕方咸／従に到着
一泊／いたしました／今日
は朝／出発，只／今当地／
につき／ました／今日は晴
天／で立太子の祝／日で何
となく喜／ばしい日であり
ます。此処の在住／日本人
官民諸君も祝賀をいたして
／居ります（此処は内地人
憲兵券／遣所，郵便所，新
貨や兼旅宿が／一軒あるの
みです／立太子記念切手を
はって送／ります。東京は
定めし今日は／おだやかで
ありましやう
十一月三日午後一時
甑山にて／　鳥居
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※ 16－ E／ 87　〈消印日付：5・11・5〉
【表面】

【裏面】

東京市麻布区霞町／二十一番地／鳥居君子殿

平安南道甑山／　鳥居

昨夜当地の憲兵分送／遣所の諸君及び小学校／長
と共に夕飯を共にし，数時間談話しました。／今
日は之から此処を／出発し途中で貝塚／を発掘す
る考えであ／ります。／先者右まで
十一月四日午前九時／鳥居
神父様はじめ／伊東，湯浅の御両家へ／よろしく
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※ 16－ E／ 79　〈消印日付：5・11・5〉
【表面】

【裏面】

東京市麻布区霞町／二十一番地／鳥居君子殿

平安南道漢川／鳥居

本日午前九時甑山を／出で
途中炭串と云／所に行き貝
塚を見／夕方当地に到着し
／本間氏方に宿泊い／たし
ました。明日午／前当地の
石器時代／遺跡を探里永柔
に行／き宿泊する／考えで
あります／この画ハガキは
漢／川の海岸の景色で／あ
ります
十一月四日午後十時／湊川
にて
鳥居
永柔にて二／泊し測定もい
たす／筈です
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※ 16－ E／ 78　〈消印日付：5・11・6〉
【表面】

【裏面】

東京市麻布区霞町／二十一番地／鳥居君子殿

平安南道永柔邑内／　鳥居

昨日午後四時当地に到／着，本日は午後から測／
定其他の仕事をなし／明日早朝出発，粛川を／経
過し順川に行く考で／す（此の行程は十里）／本
年は朝鮮は例年に／比し温かい様で，旅行に／は
此頃は左もよろしい／平壌には□十日の日に／帰
る予定で，同地三泊の／上直つに黄海道に這入／
ります
先者右まで
十月六日午前十時
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※ 16－ E／ 54－ 2　〈消印日付：5・11・8〉
【表面】

【裏面】

東京市麻布区霞町／二十一番地／鳥居君子殿

粛川／十一月八日／鳥居

昨日早朝出発順川まで／十
里の道を行かん考で／した
が，前夜より降雨と／なり
（珍しく）其れにて／今日は
順川行きを見合しました／
午後になって雨がやんで様
で／すから先ず粛川（三里）
まで／も行かんものと一時
に出発し／ました。雨は又々
降り出し／ましたがマント
は雨によく／こたえまし
た。一里半で／漁場のステー
ションに着。／四時八分の
汽車で雨中粛川／に到着し

ました／今日は之から此処を／出発し（七里）順川に／向かいます。天気は晴天／となりました
先者右まで／粛川にて
十一月八日午前九時　鳥居
食物はよくたべられますか／先日小共の顔（龍雄，幸子，緑／子の笑って居る所）の夢を見／ました。
誠に於かしくあり／ました
平壤着は一日はさんで十一日となりました
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※ 16－ E／ 63〈消印日付：5・11・9〉
【表面】

【裏面】

東京市麻布区／霞町二十一番地／鳥居君子殿

通川邑内／十一月九日朝　鳥居

昨日当地に到着，本日は之
／れから二里半程の所にあ
る／古墳を見に行き直ちに
ひき／返し帰り来り午後か
ら／測定をいたします。一
昨日／の雨で気候が少し冷
／しくなりました。ポプラ
や／柳の葉は黄色を呈し／
て来ました。明朝此処を出
で途中調査し舎人場／と云
ふ所（五里）にて宿泊し／
其翌日の夜平壌に入る／考
です
十一月九日午前
通船にて
鳥居
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※ 16－ E／ 56〈消印日付：5・11・15〉
【表面】

【裏面】

東京市麻布区霞町／二十一番地／鳥居君子殿

黄海道黄州／　鳥居

これから人力車で五里／程
の□東と云ふ所にド／ルメ
ンを調べに参り
／ます　／こゝは只今宿泊
して／居る黄州で／ありま
す
十一月十五日午前／八時
黄州／　鳥居
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※ 16－ E／ 61〈消印日付：5・11・19〉
【表面】

【裏面】

東京市麻布区霞町／二十一番地／鳥居君子殿

黄海道海州筑紫旅館／十一月十九日／　鳥居

昨夜午後六時自／動働車で
当地につき／ました。之か
ら邑内／丘陵の石器時代遺
跡／をあるき明日は当州／
一日滞在し測定し，明後／
日から黄海道各郡を／旅行
いたします／チョゴス只今
うけ／とりました
先者右まで
十一月十九日午前十二時／
海州にて／
鳥居
午前中澤氏とともに道／庁
の役人の方と旅行など／の
相談し表をつくり／ました
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※ 16－ E／ 52〈消印日付：□・11・21〉
【表面】

【裏面】

東京市麻布区／霞町二十一番地／鳥居君子殿

海州にて／鳥居

三七日に／此処を／出発し
／箕津郡に／向います今／
夜は馬山と／云ふ所にて一
泊／いたします
十一月二十一日／午前九時
鳥居

十二月五日に此／処に帰つ
て来／ます郵便物は／十二
月一日か二日頃ま／でのも
のあれば此処／まで送附あ
り／たし，けれども／其後
も此処に／送つて来ても／
よろしい／十二月五日以後
は京／城ホテル宛にて願／
ます
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※ 16－ E／ 39〈消印日付：5・11・25〉
【表面】

【裏面】

東京市麻布区霞町／二十一番地／鳥居君子殿

黄海道長淵郡／夢金浦にて／十一月廿三日
鳥居

只今十三里の道／を人力車
にて来／り当地に到着／し
ました。／明日は午前中／
此処を見其れより／八里程
長淵郡／邑内にいたる考／
であります
夢金浦／十一月廿三日／
午後七時
鳥居



石井　伸夫

― 50 ―

※ 16－ E／ 46〈消印日付：5・11・27〉
【表面】

【裏面】

東京市麻布区／霞町二十一番地／鳥居君子殿

淡雪がチラ／チラ降つて参
／りましたが之／から殷栗
の方／に向て／出発／しま
す／途中の／昼飯は／松楽
寺／てする／考で／す

十一月二十七日／午前九時
腸炎にて／　鳥居

雪は本年に／入つて今日が
／始です
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※ 16－ E／ 45〈消印日付：5・11・27〉
【表面】

【裏面】

東京市麻布／霞町二十一番地／鳥居君子殿

鳥居

本日／途中／を調／査し／
只今／当地に／つき／まし
た／明日は／滞在／測定其
／他の仕事／をなし一泊／
いたします／途中は雪ふ／
りでありますが／車上マン
ト少し／の寒さもなく／調
査をしました／先を右まで
十一月廿五日／午後五時半
／殷栗にて
鳥居



石井　伸夫

― 52 ―

※ 16－ E／ 43〈消印日付：5・11・29〉
【表面】

【裏面】

東京市麻布区／霞町二十一番地／鳥居君子殿

今日測定しま／した明日午
前／は附近で Dolmen／と石
器時代遺／跡を見，午後か
／ら途中又々 Dolmenの／あ
る所を調査／し夕方に長／
連に入る考／であります／
雪は本日全く／やみました
が／寒さが始まって／参り
ました
無事／殷栗邑内／　鳥居
十一月二十日／午後十時
只今大阪毎日に／『朝鮮の
市日』の長篇を起筆／し於
くりました
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※ 16－ E／ 40〈消印日付：5・12・1〉
【表面】

【裏面】

東京市麻布区／霞町二十一番地／鳥居君子殿

安岳郡邑内／十二月一日／午後二時　鳥居龍蔵

長淵から殷栗，長連，／等を経過し本日午後一時
／当地に到着しました／之から測定します。昨日
／は大変温かつたが今日は／又チラチラ雪が吹つ
て参り／ました
調査は中々面白い結果／を得まして有益な結論／
が出来ます／明日は出発文化を経過／し信川にて
一泊し翌日／（即ち三日）同地出発戴／寧に行き
午後三時の自／動車で再び海州に入／る考です　　
無事
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※ 16－ E／ 41〈消印日付：5・12・2〉
【表面】

【裏面】

東京市麻布区／霞町二十一番地／鳥居君子殿

昨日安岳から／当地に来り
／測定其他の／仕事をし／
一泊しました／今日は之か
ら／此処を出発し／三里程
の戴寧に赴き午／後三時の
自働／車にて再び海／州に
這入／る考であり／ます
先者右まで
十二月三日／午前九時／信
川邑内にて
鳥居
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※ 16－ E／ 42〈消印日付：5・12・3〉
【表面】

【裏面】

東京市麻布区／霞町二十一番地／鳥居君子殿

只今これから／自動車で海
／州に行きます／今日は天
気は中／々よく小春日和／
で戴寧平野は／カスミがか
かって／居ります
先者右まで
戴寧にて
十二月三日／午後四時　鳥
居
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※ 16－ E／ 38〈消印日付：5・12・7〉
【表面】

【裏面】

東京市麻布区霞町／二十一番地／鳥居君子殿

延白郡延安邑内／　鳥居

今日も天気は大変／温和です。仕事する／には尤
もよろしい／手紙は京城倭城台／下京城ホテル宛
に／て送られたい。同ホテル／へ手紙はすべて留
め／置く様にと申てあ／ります。

明日午前九時頃／出発し金
川／に行きます／道は五里
許／にて京畿道の／間を流
れる／礼成江の／渡しを／
わたり／一里行／て土城と
／云ふ鉄道／線路に来り／
此処から三時半／発の汽車
で金／川に行きます。一／
時間でつきます
延安邑内
十二月／六日夜　鳥居

←一昨夕此／席で談／話／
しました
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※ 16－ E／ 64〈消印日付：□・□・□〉
【表面】

【裏面】

東京市麻布区／霞町二十一番地／鳥居君子殿

昨日夕方当地につきました
／今日は午前／中測定しま
／したが，之／れから一里
／位の所へ車出／で行き夕
方に／帰つて来ます／明日
は此処を出／で途中汽車で
／行き其れから六里／程の
新渓郡邑／内に到着し翌日
は／一泊する考です／沙里
院へ行くのは／来る十六日
であり／ます
先を右まで
十二月八日午後二時／金川
邑内にて
鳥居
この／家に／泊つ／て居／
ります
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※ 16－ E／ 37〈消印日付：□・12・9〉
【表面】

【裏面】

東京市麻布区／霞町二十一番地／鳥居君子殿

今日午前十一時の汽車で当地に／参りましたが，
之から六里程も行き／新渓と云ふ所に到着し／ま
す。明日は一泊／同地で仕事する／考えです
十二月九日午後一時／南川駅にて
鳥居

大阪毎日の『朝鮮の／市日』当地てよみ／ました
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※ 16－ E／ 48〈消印日付：5・12・□〉
【表面】

【裏面】

東京市麻布区／霞町二十一番地／鳥居君子殿

京城は今夜一泊／明朝から又々旅行し／廿三日に
は京城に帰つて参ります
鳥居

今日開城を見物し測定いた
しました／これから汽／車
で京城／（ま）で参り／ま
す
此処から京／城まで一時／
間許で／す／この画ハ／ガ
キは高／麗の王／宮の跡／
であり／ます

十六日午後／五時／開城に
て
鳥居
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おわりに

　この項では，本稿のまとめにかえて，ここまで翻刻，確認してきた絵はがきから読み取ることの出
来る情報について，特に調査地と調査行程についての基礎的な整理を行っておきたい。
　冒頭でも述べたとおり，鳥居の朝鮮半島調査の行程については，韓国における資料確認の進展や，
国内資料については，安藤正楽，石田収蔵らに送られた絵ハガキの検討等から，その大略を把握でき
るようになっている。吉井秀夫は，このような検討成果をもとに，鳥居の朝鮮半島調査を総括してい
るが，これが当該調査に関する現時点における最新のまとめとなっている［吉井　2020］。そこで本
稿では，吉井論文に示された第 6回朝鮮半島調査の行程（以下，「吉井行程」）と，今回確認した絵は
がきから復元出来る行程（以下，「絵はがき行程」）とを対比させ，絵はがきの記載内容からの調査行
程の補遺の可能性について検討したい。まず，吉井論文に見られる調査行程から確認していこう。

　　 京城→平壌→安州→价州→徳川→寧遠→孟山→陽徳→成川→江東→平壌→江西→龍岡→平原→順
川→平壌→中和→黄州→海州→甕津→長淵→松禾→殷栗→安岳→戴寧→信川→海州→延箔→金川
→新渓→遂安→瑞興→沙里院→開城→京城→広州→楊平→加平→京城

　以上が，吉井が既存の成果を総括し，復元した調査行程の概略である。一方，本稿が検討対象とす
る「鳥居きみ子宛鳥居龍蔵書簡（絵はがき）」から復元出来る調査行程は以下のとおりである。

　　釡山（9／ 20）→京城（9／ 23）→平壌（9／ 21）→价州（10／ 1）→軍隅里（10／ 3）→徳川（10
／ 3～ 4）→寧遠（10／ 5）→平壌寺洞（10／ 18～ 23）→［高山坊（10／ 20）→義林里（10／
21）→大城山（10／ 23）］→平壌（10／ 25）→江西（10／ 26）→龍岡（10／ 29）→鎮南浦（10／
29～ 30）→温井里（10／ 30～ 11／ 2）→［元里（10／ 31）］→咸従（11／ 2）→甑島（11／ 3～ 5）
→炭串（11／ 5）→漢川（11／ 5）→永柔（11／ 5～ 6）→粛川（11／ 8）→順川（11／ 8）→通川
（11／ 8～ 9）→会人場（11／ 10）→平壌（11／ 11）→黄州（11／ 15）→看東（11／ 15）→海州（11
／ 18～ 21）→馬山（11／ 21）→箕津（11／ 21）夢金浦（11／ 23）→長淵（11／ 24）→松禾（11
／ 27）→殷栗（11／ 27～ 29）→長連（11／ 29）→安岳（12／ 1）→文化（12／ 2）→信川（12／
2）→戴寧（12／ 3）→海州（12／ 3）→延安（12／ 7）→金川（12／ 8）→南川（12／ 9）→新渓
（12／ 9）→沙里院（12／ 16）→開城（12／ 16）→京城（12／ 16）→？（「明日（12／ 17）から又々
旅行し」の記載あり，経由地は不明）→京城（12／ 23）

　上記の二つの行程表のなかで，ゴシック体で表示した地名が双方に共通して記載されているもので
ある。当然のことながら，同じ地名が，大方同じ順序で確認できる。一方，それぞれの行程表中の明
朝体で記された地名が，共通しない経由地となる。もとより，「吉井行程」はこれまでの検討の集約
的な性格を持つものであることから，記載地名はそれぞれ個別に資料的な根拠を持つ。一方，「絵は
がき行程」に示された明朝体表示地名は，「吉井行程」が，あくまでも調査行程の概要紹介，すなわち「主
な調査地」のまとめとして作成されたものであることから，当該行程表には現れていない小地名の存
在を考慮する必要があることを前提としながらも，なおかつ，これまでの行程把握を補う地名が含ま
れている可能性を持つものであるといえる。
　したがって，今後の検討方向としては，「吉井行程」のベースとなった『石器時代　鳥居竜蔵調査
琉璃乾板』など，近年の韓国でとりまとめられた諸資料や，当該年に鳥居から国内の知人宛に出され
た書簡など既存の国内資料と突き合わせ，調査地ごとに個別に確認していくことが必要となろう。ま
た，両調査行程のなかでの唯一の矛盾点として，「絵はがき行程」の「信川（12／ 2）→戴寧（12／ 3）」
の訪問順が，「吉井行程」では逆順となっていることが挙げられるが，その解明についても，調査行
程の補遺と併せて今後の課題としたい。
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